ニホンゴ キョウカショ ニオケル ロンブン レポート ノ ブンタイ ノ シドウ コウモク チュウジョウキュウ ニホンゴ キョウカショ ノ ヒカク カラ by 永岡 悦子 & ナガオカ エツコ
日本語教科書における論文・レポートの文体の指導項目









































例 2 ： 物造り大国の日本には今物造りはますますガラパゴス化に進んでいることで
ある（→進んでいる。）〈中国・大学 3 年〉
例 3 ： 日本の電気製品は世界中にも高い評価があるのに（→にもかかわらず），世
界市場占有率はまだまだ（→いまだに）低いである（→低い）。〈中国・大学
3 年〉
例 4 ： この時代はコンピューター情報と文化交流の世紀になる。京劇も例外じゃな
い（→ではない）だろう。〈中国・大学 4 年〉










































































































名詞文 名詞＋である ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
名詞＋だ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 6
名詞＋であった － ○ ○ ○ ○ ○ － 5
名詞＋ではない － ○ ○ ○ ○ － － 4
名詞＋だった － ○ ○ ○ ○ － － 4
名詞＋ではなかった － ○ ○ ○ ○ － － 4
形容詞文の文末文体の取り扱いについても，名詞文と同様のことが言える。形容詞
文の文末文体の種類は，形容動詞（な形容詞）・形容詞（い形容詞）の肯定形・否定形，
















形容詞文 形容動詞＋である ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
形容動詞＋だ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 6
形容詞＋い － ○ ○ ○ ○ ○ － 5
形容動詞＋ではない － ○ ○ ○ ○ － － 4
形容動詞＋であった － ○ ○ ○ ○ － － 4
形容動詞＋だった － ○ ○ ○ ○ － － 4
形容動詞＋ではなかった － ○ ○ ○ ○ － － 4
形容詞＋くない － ○ ○ ○ ○ － － 4
形容詞＋かった － ○ ○ ○ ○ － － 4
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形，動詞文の過去・否定形が提示されているのは 4 冊にとどまった。
【表 3 ：動詞文】









動詞文 動詞＋う ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
動詞＋わない ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 6
動詞＋た － ○ ○ ○ ○ － － 4












































逆接 しかし ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 6
逆接 だが － ○ ○ － ○ － － 3
逆接 であるが － － － － ○ － － 1
順接 したがって － － ○ ○ ○ ○ ○ 5
順接 ゆえに・それゆえ － ○ － ○ － ○ ○ 4
順接 そのため・このため － ○ ○ ○ － － ○ 4
順接 そこで － － － － － － ○ 1
補足 なお・ただし － － － － － ○ － 1
補足 というのは・なぜなら － － ○ － － － － 1
転換 では － － － － － － ○ 1
次に，文中の接続部の表現について分析する。文中の接続表現としては，「動詞＋連
用中止法（肯定形）」が日本語教科書 7 冊中 6 冊に提示されており，論文・レポートの
表現として高い位置づけにあることがわかった。次いで，「動詞＋連用中止法（否定








































接続助詞 が ○ － － ○ ○ ○ ○ 5
接続助詞 ば・と ○ － － ○ － － ○ 3
接続助詞 ので － － － ○ － － － 1
接続助詞 ため － － ○ － － － － 1
連用中止法 動詞＋連用中止法（V） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
連用中止法 否定＋連用中止法（～ず（に）） － ○ ○ ○ ○ － ○ 5
連用中止法 形容詞＋連用中止法 － ○ － ○ ○ ○ － 4
連用中止法 動詞＋連用中止法（Vており） － － ○ ○ － － ○ 3
連用中止法 動詞＋連用中止法・否定（Vておらず） － － － － － － ○ 1
連用中止法 形容詞＋連用中止法・否定（～くなく） － － ○ － － － － 1
連用中止法 形容動詞・連用中止法（～であり） － － ○ － － － － 1
連用中止法 形容動詞・連用中止法・否定（～ではなく） － － ○ － － － － 1































副詞 程度 たいへん・非常に ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
程度 少し・若干・わずか ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 6
程度 多くの・数多くの・多数の ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 6
程度 さらに ○ ○ ○ ○ － － ○ 5
程度 約・ほぼ・およそ ○ － ○ ○ － － ○ 4
程度 あまり － － ○ ○ ○ ○ － 4
程度 多少 － － － － ○ ○ － 2
程度 多く・数多く － － － － ○ ○ － 2
程度 まったく － ○ ○ － － － － 2
程度 もっとも － － － ○ － － ○ 2
様態 やはり ○ － ○ － － ○ － 3
様態 次第に・徐々に ○ ○ － ○ － － ○ 4





○ － ○ － － － － 2
様態 正確に・規則通りに － － － ○ － － － 1
様態 いまだに － － － － － － ○ 1
様態 すでに － － ○ － － － － 1
様態 ようやく － － ○ － － － － 1
様態 明確に － － － ○ － － － 1
様態 ちょうど － － ○ － － － － 1
陳述 おそらく － － － － － ○ － 1












































じゃない ではない － ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
のである んです ○ ○ ○ ○ ○ － － 5
てる ている － － ○ ○ ○ ○ ○ 5
んだ なのだ ○ ○ ○ － ○ － － 4
ちゃった てしまった － ○ － ○ ○ ○ － 4
なくちゃならない なくてはならない ○ － － － ○ ○ － 3
なきゃならない なければならない・なくてはならない － ○ ○ ○ － － － 3
とく ておく － ○ － ○ － ○ － 3
といた ておいた － － ○ － ○ ○ － 3
じゃないか ではないか ○ － － － ○ － － 2
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